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2020年 4月 13日 

 

※本プレスリリースは、2020年4月7日にドイツ・ヘンケル本社が発表したプレスリリースの日本語訳版です。本プレスリ

リースは英語が原本であり、その内容・解釈については英文プレスリリースが優先します。 

 

新型コロナウイルス（COVID-19）が 2020年の業績に及ぼす影響、現時点では予測困難 

ヘンケル、2020年度の業績予想を撤回 

 
デュッセルドルフ ―急速に拡大する新型コロナウイルスのパンデミックは世界経済に影響を及ぼし

ており、現段階では、ヘンケルの今後の業績について、信頼性の高い、現実的な評価を下すことは

困難です。そのため、ヘンケルの経営委員会は4月7日、2019年アニュアルレポートに記載した

2020年度の業績予想を撤回することを決定しました。 

 

ヘンケルは、明確な対策を講じることにより、全事業部門および管理部門を通じて新型コロナウイル

スのパンデミックに伴う危機に対応しています。しかし現時点では、この影響が継続する期間と範囲、

および2020年度にヘンケルが受ける影響に加え、対策によって相殺できる業績の程度を、十分な

信頼性をもって予測することは困難です。 

 

ヘンケルは、2020年の今後の業績を十分な信頼性をもって評価することが可能になり次第、業績

予想を公表する予定です。 

 

ヘンケル最高経営責任者のカーステン・クノーベルは、「世界は今非常に困難な局面を迎えていま

す。全世界の人々とコミュニティがコロナウイルスの蔓延に苦しみ、世界中の企業と経済も大きな課

題に直面しています。この困難な状況下で、我々にとって最も重要なのは、社員、お客様、ビジネス

パートナーの健康と安全です。我々はこの前例のない事態において、社員、お客様、ビジネスパー

トナーを守りながら事業を継続するため、早くから措置や対策を講じてきました。新型コロナウイル

スのパンデミックは世界規模であり、今後の展開を予測することは不可能であるため、2020年の業

績について信頼性の高い予想を公表することが現時点では困難です。しかし、強靱さと能力をもつ

献身的なグローバルチームと、健全な財務基盤をもって、当社は可能な限り最善の方法でこの危機

を乗り越え、これまで以上に力強く、この危機を乗り越えることができると確信しています」と述べて

います。 

 

新型コロナウイルスが第1四半期の業績の重石に 

 

ヘンケルの2020年第1四半期の業績は、すでに新型コロナウイルスのパンデミックによる影響を受

けています。速報値によれば、グループ全体の第1四半期の既存事業売上高は0.9%減となる見込

みです。 

 

アドヒーシブ テクノロジーズ（接着技術）事業部門については、第1四半期の既存事業売上高は

4.1%減となる見通しです。これは、自動車業界を中心とした需要の落ち込みによるものです。第1

四半期のランドリー＆ホームケア事業部門の既存事業売上高は、好調な製品需要を背景に、5.5%

増を達成する見込みです。ビューティーケア事業部門の既存事業売上高は、3.9%減となる見通し

です。ヘアサロン向け事業は、さまざまな国で当局がヘアサロンの営業停止を命じたことが大きな
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影響を及ぼしているものの、リテール事業の既存事業売上高は前年同期と比較して安定した伸び

を示しています。 

 

2020年第 1四半期の決算は、2020年 5月 11日に発表予定です。 

 
 
 
ヘンケルについて 

ヘンケルはバランスのよい、多角的なポートフォリオを備え、産業および一般消費者向け事業をグローバルに

展開しています。優れたブランドとイノベーション、テクノロジーを誇るヘンケルは、アドヒーシブテクノロジーズ

（接着技術）、ビューティーケア、ランドリー＆ホームケアの 3分野において、グローバルリーダーとしての地位

を維持しています。1876年に創立し、140年以上に及ぶ成功の歴史があるヘンケルは、ドイツのデュッセル

ドルフに本社を置き、世界に 52,000名以上の社員を擁しています。サステナビリティの分野をリードする存在

として評価されるヘンケルは、多くの国際的指標やランキングでトップの地位を維持しています。2019年の売

上高は 200億ユーロを超え、営業利益はおよそ 32億ユーロを超えました。ヘンケルの優先株はドイツ株式

指数 DAXのリストに入っております。さらなる情報はこちら www.henkel.comをご覧ください。 

ヘンケルジャパンホームページ： http://www.henkel.co.jp 

ヘンケルジャパンフェイスブックページ： http://www.facebook.com/HenkelJapan 

 

本プレスリリースにおける将来予測は、弊社経営陣の知見と現在の予測に基づくものです。将来予測は、英

文中 ”expect“ “intend ” “ plan ” “ predict” “assume” “believe” “estimate” “anticipate” “forecast”等の語や

同様の表現を用いて特徴づけられています。こうしたステートメントは、将来予測の実現を確約するものでは

決してありません。将来のヘンケル社および関連企業の業績は、多くのリスクならびに不確実な要因によっ

て、本稿の将来予測とは異なる場合があります。こうした要因の多くは、経済状況や競合の活動、その他市場

要因など、弊社のコントロールを超えるものや前もって正確に予測することができないものです。ヘンケルは、

これら将来予測をアップデートする意向はなく、またそれに関するいかなる義務を負うものでもありませんの

で、ご了承ください。  

本資料は、適用可能ではあるが、明確に定義されていない財務報告枠組みの中で作成されており、（GAAP

以外の）代替的業績指標である、またはそのような可能性のある補足的な財務指標が含まれています。これ

らの補足的な財務指標は、単独で解釈すべきではなく、また連結決算報告書に適用される財務報告枠組み

に従って表示されたヘンケルの純資産、財務状況または経営成績の代替的な指標と見なすべきではありま

せん。類似の名称の代替的業績指標を報告または記載している他の企業は、かかる指標を、ヘンケルとは異

なる方法で計算している可能性があります。 

 

本資料は情報提供のみを目的としており、投資助言を提供するものではなく、有価証券の売却の申し出また

は購入の勧誘を構成するものではありません。 
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－本件に関するお問合せ先－ 

ヘンケルジャパン株式会社 広報室 小野尾 秀美 

TEL：03-5783-1219  e-mail: hidemi.onoo@henkel.com 

Wulf Klüppelholz 
Phone: +49 211 797 - 1875 
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